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「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！

756

@dzc0159s

JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

新規登録受付中

JR西労組

中央本部青年
女性委員会
Instagram開設
フォローして
青女の活動を知ろう！

名前：JR西労組 青年女性委員会
ユーザーネーム：jrw_union_seijo
ＵＲＬ：https://www.instagram.com/jrw_union_seijo/

JR西労組中央本部青年女性委員会
2024年度 常任委員会

退任役員

役  職 氏     名
出身地本
総支部

委員長
副委員長

事務長
常任委員

大　阪
神　戸
広　島
米　子
福　岡
金　沢
京　都
大　阪
和歌山
神　戸
福知山
岡　山
米　子
広　島
福　岡
福　岡
西バス
中バス
総支部

新・再

再任
再任
再任
新任
新任
再任
新任
新任
新任
新任
新任
新任
新任
再任
再任
再任
新任
再任
新任

李澤　亮汰
宮崎　祐毅
杉原　　渚
藤田　彬史
髙杉　恭平
桐林　大雅
中澤　一徳
池田　遥香
池田　宗志
大垣　　崇
幸賀　啓泰
杉山菜々子
村本　亮太
内海　凌斗
甫木元翔馬
新宮　滉貴
辻　　蓮太
平山　聖一
島　真里奈

役 職 氏     名
出身地本
総支部

副委員長
事務長
常任委員

大　阪
金　沢
京　都
大　阪
和歌山
神　戸
福知山
岡　山
西バス
総支部

三宅美花子
磐田　諒介
山岸　祥造
竿本　裕太
上地健太朗
三木　和之
樋口日登志
吉田　翔音
岡田　将馬
岡　　柚子

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ いつやるの？　誰がやるの？　分会長 ］　笠木　光さん （神戸地本・網干総合車両所）

J
R
西
労
組
議
員
団
会
議

事
務
局
長

柿
本
議
員（
広
島
県
議
会
）

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

李
澤
青
年
女
性
委
員
長

J
R
西
日
本
連
合

屋
敷
田
副
代
表
幹
事

議
長
団
に
選
出
さ
れ
た

林
委
員（
神
戸
地
本
・
右
）と

向
田
委
員（
広
島
地
本
・
左
）

J
R
連
合
坂
上
事
務
長

明治安田生命角部長

２０２４年度常任委員

こくみん共済coop河島課長

中央本部川原副委員長
による激励の挨拶

慰霊碑に哀悼の意を込め献花

「祈りの杜」へも赴き献花を行った

　

定
期
委
員
会
は
、議
長
団
に
、

林
委
員（
神
戸
地
本
）と
向
田
委

員（
広
島
地
本
）を
選
出
し
て
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て

李
澤
青
年
女
性
委
員
長
は
、能

登
半
島
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
、感
じ
た
思
い
を
述
べ
た
後

に
、安
全
、政
治
、春
闘
と
労
働
協

約
改
訂
、組
織
と
青
女
活
動
に
つ

い
て
課
題
提
起
を
含
め
た
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

特
に
組
織
と
青
女
活
動
に
つい

て
は
、困
って
い
る
身
近
な
仲
間
を

助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
いい
」で

は
な
く
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
い
い
」

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
」

と
言
わ
れ
る
活
動
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

来
賓
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団

会
議
事
務
局
長
の
柿
本
忠
則
議

員（
広
島
県
議
会
）、Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委
員
会
坂
上
事
務
長
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
青
年
・
女
性
連

絡
会
屋
敷
田
副
代
表
幹
事
、明

治
安
田
生
命
角
部
長
、こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
河
島
課
長
、中
央

本
部
川
原
中
央
副
執
行
委
員
長

を
迎
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

青
年
女
性
組
合
員
に
対
し
て
の
激

励
や
連
帯
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、磐
田
事
務
長
が

活
動
経
過
を
報
告
し
、宮
崎
副

委
員
長
が
活
動
方
針
を
提
起
し

た
後
、全
体
質
疑
が
行
わ
れ
、28

名
の
委
員
か
ら
、安
全
、春
闘
、

労
働
協
約
改
訂
、バ
ス
課
題
、青

年
女
性
委
員
会
の
役
員
育
成
、

男
女
平
等
参
画
な
ど
に
つ
い
て
、

運
動
方
針
を
補
強
す
る
発
言
が

な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、磐
田
事
務
長

の
総
括
答
弁
の
後
、提
案

さ
れ
た
運
動
方
針
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、三
宅

副
委
員
長
、
磐
田
事
務

長
な
ど
10
名
が
退
任
し
、

李
澤
委
員
長
の
再
任
と

新
た
に
髙
杉
事
務
長
を

選
出
し
た
ほ
か
、２
０
２

４
年
度
の
常
任
委
員
会

体
制
を
確
認
し
、最
後
に
李
澤

青
年
女
性
委
員
長
力
強
い
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委
員
会
は
締
め
く

く
ら
れ
た
。

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

は
、労
働
組
合
の
入
口
と
し
て
仲

間
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
明
る

く・楽
し
く・元
気
よ
く
１
年
間

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

準
備
地
本
と
し
て
、定
期
委

員
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
、広
島
地
本
青
年
女
性
委
員

会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、10
月
７
日

（
月
）に
、第
69
回
全
専
従
者
会

議
を
開
催
し
、中
央
本
部
、各
地

本・総
支
部
の
専
従
役
員
と
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
連
合
や

Ｊ
Ｒ
連
合
、交
運
労
協
に
派

遣
し
て
い
る
専
従
役
員
が
出

席
し
た
。

　

会
議
で
は
、上
村
中
央
執

行
委
員
長
よ
り
、安
全・会

社
の
経
営
状
況・業
務
課
題・

組
織
課
題
・
福
祉
対
策
・
政

治
に
つい
て
、挨
拶
を
受
け
た

後
、安
全
、業
務
課
題
、ワ
ー

キ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
委
員

会
、組
織
の
充
実・強
化・拡
大
、

当
面
の
政
治・政
策
活
動
、福
祉

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、議

論
を
行
っ
た
。

　

各
地
本
・
総
支
部
に
お
け
る

課
題
認
識
を
全
員
で
共
有
し
、

運
動
の
具
現
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
強
化
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
た
。特
に
、政
治
活
動
に
つい

て
は
、推
薦
議
員
の
当
選
に
向
け

て
、各
地
本
・
総
支
部
に
お
い
て
、

組
合
員
の
政
治
参
加
へ
の
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
に
つい
て
議

論
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、同
日
に
開
催
し
た「
第

32
回
職
員
会
議
」で
は
、４
月
よ

り
制
度
が
変
更
と
な
る
交
運
共

済「
Ｊ
Ｒ
連
合
総
合
共
済
」の
制

度
改
訂
に
つ
い
て
、交
運
共
済
よ

り
説
明
を
受
け
、契
約
し
て
い
る

組
合
員
が
不
利
益
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、事
務
取
扱
に
つ
い
て
共

有
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、10
月
14
日（
月
）〜
15
日（
火
）に
、ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
、「
第
34
回
定
期
委
員
会
」を
開
催
し
、常
任
委
員
、委
員
、来
賓
、傍

聴
な
ど
１
４
０
名
が
参
加
し
た
。定
期
委
員
会
は
、青
年
女
性
委
員
会
の
１
年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、向
こ
う
１
年
間
の
運
動
方
針
を
、参
加
委
員
の
熱
い
議
論
に
よ
り
補
強
さ
れ

た
後
、１
年
間
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。ま
た
、２
０
２
４
年
度
の
青
年
女
性
委

員
会
を
リ
ー
ド
す
る
新
た
な
役
員
体
制
を
確
立
し
た
。

中央本部は、11月６日（水）、２００２
年11月6日に塚本ー尼崎駅間で惹き起こした、消防隊員死
傷事故現場である加島駅において、慰霊碑への献花行動
を実施した。あらためて事故でお亡くなりになられた消防隊

員の御霊に対し、ご冥福を
お祈り申し上げるとともに、
ご遺族様や負傷された隊
員の方にも、心からお詫び
申し上げ安全を誓った。
　また、「祈りの杜福知山
線列車事故現場」へも赴き、
献花を行い、「世界一安全
な鉄道」とする決意を固
めた。
　ＪＲ西労組は、引き続き
すべてのＪＲ関係労働者の
死亡事故・重大労災ゼロ
に向けて取り組んでいく。

＜塚本ー尼崎駅間消防隊員死傷事故概況＞
　2002年11月6日19時45分ごろ、東海道本線塚本駅構内
の下り外側線において、線路わきで人身事故（新快速が線
路わきにいた少年に衝撃）の負傷者の救助活動を行ってい
た淀川消防署員２名に、特急スーパーはくと号が衝撃した。
これにより1名が死亡、1名が負傷した。

　

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会
「第34回定期委員会」｠

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会
「第34回定期委員会」｠

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会
「第34回定期委員会」｠

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会
「第34回定期委員会」｠

明
る
く
・楽
し
く
・元
気
よ
く
、仲
間
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
確
認

広
島
の
地
で
熱
気
あ
る
議
論
！

塚本-尼崎間
消防隊員死傷事故現場で
献花行動

塚本-尼崎間
消防隊員死傷事故現場で
献花行動

全
専
従
者
が
課
題
認
識
を
共
有

第
69
回
全
専
従
者
会
議
・
第
32
回
職
員
会
議


